
白石区からの白石区からの
お知らせお知らせ

※
施
設
の
所
在
地
、
電
話
番
号
は
、
白
石
4
ペ
ー
ジ
の
施
設
一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
施
設
の
所
在
地
、
電
話
番
号
は
、
白
石
4
ペ
ー
ジ
の
施
設
一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

昭
和
16
年
12
月
8
日
、
当

時
の
日
本
海
軍
は
、ハ
ワ
イ
・

オ
ア
フ
島
の
真
珠
湾
で
ア
メ

リ
カ
の
太
平
洋
艦
隊
を
急
襲
。

日
本
が
ア
メ
リ
カ
な
ど
と
の

全
面
的
な
戦
争
に
入
っ
た
12

月
は
、
昭
和
20
年
に
原
子
爆

弾
が
投
下
さ
れ
終
戦
を
迎
え

た
8
月
と
と
も
に
、
戦
争
の

時
期
を
思
い
返
す
機
会
が
多

く
な
り
ま
す
。

　

札
幌
市
は
、
核
兵
器
の
廃

絶
と
世
界
平
和
の
実
現
を
市

民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え

て
い
き
た
い
と
い
う
願
い
か

ら
、
平
成
4
年
に
「
平
和
都

市
宣
言
」
を
行
い
、
そ
の
精

神
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
一
環
と
し
て
各
区
で
は
、

地
域
の
語
り
部
の
方
か
ら
子

ど
も
た
ち
へ
戦
争
体
験
を
語

り
継
い
で
い
た
だ
く
事
業
を

平
成
20
年
度
か
ら
進
め
て
き

ま
し
た
。

　

白
石
区
で
も
こ
れ
ま
で
に
、

兵
士
と
し
て
戦
争
に
赴
い
た

方
や
、
中
国
で
終
戦
を
迎
え

て
日
本
に
引
き
揚
げ
た
体
験

戦争を起こしてはならない
という強い思いが、しっか
りと子どもたちに引き継が
れました。

の
あ
る
方
、
あ
る
い
は
子
ど

も
の
こ
ろ
に
戦
時
下
の
札
幌

で
過
ご
し
た
方
な
ど
10
人
に
、

小
中
学
校
や
児
童
会
館
な
ど

で
、
戦
地
で
の
過
酷
な
体
験

や
、
い
わ
ゆ
る
銃
後
の
暮
ら

し
の
様
子
な
ど
に
つ
い
て
、

子
ど
も
た
ち
を
前
に
語
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

体
験
し
た
こ
と
は
そ
れ
ぞ

れ
違
っ
て
い
て
も
、
語
り
部

の
皆
さ
ん
に
共
通
し
て
い
た

こ
と
は
「
二
度
と
戦
争
を
起

こ
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
い

う
強
い
思
い
で
す
。

　

市
内
10
区
で
そ
れ
ぞ
れ
10

人
、
合
計
100
人
の
体
験
談
を

ま
と
め
た
冊
子
を
、
平
成
24

年
度
を
め
ど
に
、
市
民
ま
ち

づ
く
り
局
区
政
課
が
発
行
す

る
予
定
で
す
。

▲ 戦争体験を語る堤
つつみ

繁
しげ

雄
お

さん。東京大空襲で
被災、その後徴兵され、戦後シベリアに抑
留された。（10月21日、本通小学校）

札
幌
市
平
和
都
市
宣
言

　

戦
争
の
な
い
平
和
な

世
界
を
築
く
こ
と
は
、

人
類
共
通
の
願
い
で
す
。

　

こ
の
切
な
る
願
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
平
和

に
対
す
る
脅
威
、
特
に

核
兵
器
の
脅
威
か
ら
、

人
類
は
今
な
お
自
由
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
は
、
戦
争
こ

そ
地
球
環
境
を
破
壊
す

る
最
大
の
も
の
で
あ
り
、

平
和
に
ま
さ
る
市
民
福

祉
は
な
い
と
の
考
え
の

も
と
に
、
人
類
が
ひ
と

し
く
平
和
の
う
ち
に
暮

ら
せ
る
世
界
が
実
現
さ

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

　

私
た
ち
札
幌
市
民
は
、

日
本
国
憲
法
が
か
か
げ

る
平
和
の
理
念
に
基
づ

き
、
非
核
三
原
則
を
守

る
こ
と
を
誓
い
、
信
義

と
公
正
を
重
ん
ず
る
全

世
界
の
市
民
と
相
携
え

て
世
界
平
和
の
実
現
を

望
み
つ
つ
、
こ
こ
に
札

幌
市
が
核
兵
器
廃
絶
平

和
都
市
で
あ
る
こ
と
を

宣
言
し
ま
す
。

【
平
成
4
年
3
月
30
日
】

【北海道ノーモア・ヒバクシャ会館】
所在地　平和通17丁目北
電　話　866-9545
開館時間　午前10時～午後 2時（入館無料）
休　館　土曜、日曜（11～ 6 月）、祝・休日、年末年始

▲ 北海道ノーモア・ヒバクシャ会館の館長と
して、自身の被爆体験を語る活動を続ける
越
お

智
ち

晴
はる

子
こ

さん。（ 8月29日、北白石小学校）
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